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 まちづくりや地域活性化においては，｢街のイメージ，地区イメージ，都市イメージ｣の形成が課題にな

ることがある．都市計画関連分野の研究論文でも「イメージ」を研究対象とするものは数多く存在するが，

それぞれの論文における｢イメージ｣という言葉の指し示す内容が異なっており，横断的に議論することが

困難である．そこで本研究では，都市計画関連分野の論文中の「イメージ」という記述の表現を，それぞ

れの研究結果の表現方法から把握・整理し，その違いを考察した．その結果，「イメージ」の記述は調査

内容により，印象を表すものや，街の構成要素から受ける認識によるものが多いことを指摘した． 
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1.  はじめに 

 

(1) 研究背景 

まちづくりや地域活性化においては，「街のイメージ，

地区イメージ，都市イメージ」の形成が課題になること

がある．また，街や都市の印象や評価などを述べるとき

にしばしば「イメージ」という言葉が用いられているが，

例えば，「東京のイメージ」に対して「大都会」という

ような言語的印象を述べるものであったり，「東京タワ

ー」というような実在する場所を述べたりするなど，そ

の「イメージ」という言葉の本来の意味が，「イメー

ジ」調査の目的（その地域の何を知りたいか）によって

それぞれ異なることがある． 

 都市計画関連分野における「イメージ」を研究対象と

するものは多く存在しているが，それにおいても同様で

あり，それぞれの論文における「イメージ」の言葉の指

し示す内容が異なっているために，「イメージ」という

言葉に対して横断的に議論することが困難である． 

 西村ら1)は地域の景観を把握しようとする研究を，地

域を認識する主体に着目し，地域認識の把握のための手

法を整理している．本研究では，西村らの研究を参考に，

イメージ」という記述の表現を調査・分析結果に着目し

整理する．さらに，調査・分析結果や調査手法，「イメ

ージ」を受ける主体の属性から各研究の著者が得たい情

報を捉える． 

 

(2) 目的 

本研究では，「街のイメージ，地区イメージ，都市イ

メージ」を『研究対象』とする論文を対象に，論文中の

「イメージ」という記述の表現を，それぞれの研究の内

容やその研究結果の表現方法より把握・整理し，まちづ

くりや都市論分野における「イメージ」という記述の表

現の違いを明らかにすることを目的とする． 

 

 

2.  調査範囲・方法 

 

(1) 調査対象 

都市計画関連分野における既存研究のうち「街のイメ

ージ，地区イメージ，都市イメージ」を 研究対象とし

た論文を対象とする．国内の論文等の学術情報の検索を

行うことができるサービス「CiNii」，「J-Stage」にて

「街のイメージ」，「地区イメージ」 ，「都市イメー

ジ」によるフリーワード検索を行い，その結果298編と

なった．2つのサービスにおいては，中には全く同じ論

文であったり，未公開のものがあった．また，フリーワ

ード検索の特性上，街に対する「イメージ」の評価や分

析を行っていない研究論文が検索結果として残ることが

想定されるため，本研究では抽出条件（表-1）を設定し，

その条件に整合したもの104編を調査対象とした．

表-1 抽出条件 



 

 

 

 (2) 調査方法 

①対象論文の内容把握 

 調査対象となる論文の内容を，下記の項目により抽出

し，作成した調査シート（表-2）に記載し，それらをま

とめた． 

抽出項目 

a）調査時期 

b）調査対象地 

c）イメージを抱く主体（住民，来街者等） 

d）調査手法 

ⅰ 分析に必要なデータのソース（文献，アンケート

結果等） 

ⅱ 評価方法（記述，口述，描画等） 

e）分析方法 

f）調査・分析結果の表現方法（以下表現方法：表，図，

グラフ等） 

 一論文中の調査・分析結果の表現方法が複数存在する

場合は，これらを個別に取り扱った． 

 

②表現方法の分類 

 ①において抽出されたf）調査・分析結果の表現方法

の項目から表現方法の共通したものを類型化し，そこか

ら「イメージ」の記述表現について考察を行った． 

 

 

3. 表現方法の分類 

 

調査シートの「表現方法」の項目より 158個の表現を

得た．そこから共通したもの（折れ線グラフ，散布図

等）を集め，さらにそこから類似したもの（図として示

している，表で示している等）をグループ化し，分類を

行ったところ，5の型に分けることができた（表-3）． 

①ダイアグラム型：データの集計分析結果をダイアグラ

ムとして表示することによって，対象地における印象

や評価等の規模の大きさやばらつき具合等を視覚的に

示す． 

②地図型：調査・分析結果を地図上にプロットし，その

分布のや広がりを示す． 

③全体構造型：多くの資料の分析結果を一つの枠組みと

して示す． 

④表型：調査・分析結果を表でまとめたものを示す． 

⑤文章型：資料の要約や調査結果を文章のみでまとめて

記したもの． 

 

 

 

 

4．表現方法の類型別の「イメージ」の記述表現の

特徴 

 

表現方法の分類によって得られた5つの類型ごとに，

調査・分析方法や，解析データの内容から，それぞれ研

究における「イメージ」の記述の内容を整理し，特徴を

とらえた． 

①ダイアグラム型 

ダイアグラム型は，5 つの類型の中で最も多く使われ

た表現方法であり，その中で大きく５つのダイアグラム

（散布図，ネットワーク図，折れ線グラフ，イメージプ

ロフィール，デンドログラム）が用いられることがわか

った． 

a）散布図 

散布図の特徴として，複数のアンケートの結果から街

の印象あるいは評価とそれらに対する要因を挙げ，主成

分分析や因子分析などの解析を使うことで，人々が感じ

るその街の印象の成分（主にどのようなことを感じてい

るのか）や印象を受ける理由（街のどの部分によって印

象を受けるか）を明らかにしている． 

斉藤らの研究 3)（図-1）では，アンケート時に街に対

して連想する言葉を，SD 法のような形容詞の対義語の

関係にある2つの単語に対して，どれが自分の答えに近

いかを挙げ，またその街にある店舗や構造物を名称で回

答させている．そしてそれぞれの回答結果を集計し，回

答率や平均をとって数値化したのち，それらを因子分析

や重回帰分析を行うことによって，街を構成している店

表-3 表現の集計結果 

表-2 調査シート2) 



 

舗や構造物が人々に与える印象の影響度を明らかにして

いる． 

また，森田らの研究 4)（図-2）では，住民に街に対す

る評価を5段階尺度で回答し，その理由を自由記述で挙

げており，その評価の平均と自由記述の内容のテキスト

分析結果とのクロス分析により，住民がその街に対する

評価が，街を構成しているものにどう影響を受けている

のかを明らかにしている． 

 

b）連結グラフ 

連結グラフは図（図-3）のように文章中に出現する単

語の出現パタンが似たものや，自由記述等のアンケート

結果から連想関係にある単語同士を線で結んだ図であり，

特徴としては，自由記述（口述）によるアンケートの結

果から連想，想起する単語を抽出し，解析によって単語

同士の関連性を見つけることで，街の主な印象を明らか

にしている． 

小池らの研究 6)（図-4）では，SNS の一つである

「twitter」に投稿された都市に関する内容の文章をテ

キスト分析により解析し，都市名からどのような言葉と

強い共起関係にあるのかをネットワーク図で表示するこ

とによって，街の主な印象やその街を構成するものが

人々の印象に影響を及ぼすかを明らかにしている． 

 

c）折れ線グラフ 

折れ線グラフの特徴としては，街に対する連想語（名

称などの名詞で回答）やイメージマップ法（被験者に対

象地の地図を描かせる方法）から，街を構成するものを

抽出しており，その回答率（＝出現率）を，街を構成す

るものからの距離や，アンケートを行った時期ごとに集

計することによって，街の空間的な認識や経年変化が街

の印象にどう影響を与えているのかを明らかにしている．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 連結グラフの例 共起ネットワーク6) 

 

図-3 連結グラフの例5) 
 

図-2 散布図の例 クロス分析の結果4) 
 

図-1 散布図の分析結果3) 

 



 

d）棒グラフ 

 棒グラフの特徴としてアンケートの結果を，時間や地

域，年齢などの属性別に集計したものを表示しており，

そこから街を構成する要素の変遷であったり，人々が感

じる印象の地域差を明らかにしている． 

 

e）イメージプロフィール 

イメージプロフィールとは，SD 法のような形容詞の

対義語の関係にある2つの単語に対して，どれが自分の

答えに近いかを挙げさせるアンケートの結果を平均値に

して，調査地ごとに示したものである． 

この表現の特徴としては，イメージプロフィールにあ

るそれぞれの形容詞対の項目の数値から，その街に対す

る主な印象を明らかにしている． 

岸本らの研究 7)（図-5）では，数値化する際に形容詞

対の両極を，+x，-x，（x は数値）にし，どちらも当て

はまらない場合を0として集計を行っている．それによ

って，街に対する印象が強い部分は+あるいは-に大きく

値がついており，印象の弱い部分は中心（0）に近い値

を出していることがわかる． 

 

f）デンドログラム 

デンドログラムとは，図（図-6）のようにクラスター

分析によって各個体が類型にまとめられていくさまを樹

形図の形で表したものをいい，特徴としては自由記述な

どによって得られたデータ（文章）を単語単位まで分解

し，その単語の出現率や共通性より分類することで，街

の印象を形成するもの，構成しているもの（建物等）を

累計し，そこから街の特徴を明らかにしている． 

 

②地図型 

地図型は，調査・分析結果を，店舗や構造物の分布状

態から面的な広がり方を表示する「領域」タイプと，店

舗や構造物などの位置情報を地図上にプロットして表示

する「目印」タイプの2つの表現方法を見ることができ

た． 

a）領域タイプ 

領域タイプの特徴は，アンケート時に地図の描画や自

由記述（あるいは口述）を行い，その回答結果を解析デ

ータとしている場合は，そこから物的要素を抽出し，そ

の所在地を地図上にプロットして，それらの分布を領域

として表示している．この結果から，その街に対する住

民あるいは利用者の空間的な認識の実態を明らかにして

いる．また，情報誌等のマスメディアに登場している街

の店舗情報などを解析データとしている場合は，建物や

店舗の登場回数，登場タイプ（どのように紹介されてい

るか）ごとに重みづけをして地図上にプロットし，それ

らの分  

 

 

 

布状態を領域として表示している．この結果からメディ

アが街をどのように紹介しようとしているかというよう

な意図的な印象形成を明らかにしたり，領域の経年変化

を表示することで，街を構成するものがどのように変化

し，それが人々に与える街の印象形成に影響を及ぼして

いるのかを明らかにしている． 

b）目印タイプ 

目印タイプの特徴として，解析データをその地域に関

する歌（学校の校歌等）歌詞や絵画，写真から得るもの

が多く，そこから街の構成するもの（建物や山等）を抽

出し，地図上にプロットしている．その結果から，街を

構成するものが，人々の認識や街の印象に影響を及ぼす

かどうかを明らかにしている． 

井上らの研究 9)（図-7）では，対象地内の小学校とい

図-5 イメージプロフィールの例7) 
 

図-6 デンドログラムの例8) 
 



 

った学校の校歌の歌詞から，街を構成する山などの物的

要素を抽出し，地図上にプロットしている．その結果，

物的要素の周辺の学校の歌詞にその要素を示す内容が載

せてあることから，物的要素がその街を象徴しているこ

とが言え，それが街に対する認識に影響を及ぼしている

ということがわかる． 

 

③全体構造型 

全体構造型の特徴は，解析データをガイドマップや写真

雑誌，映画などのマスメディアから取得しているものが

多数であり，マップの情報やその表示の仕方，映画のワ

ンシーンなどから，店舗や街路の分布の状態や街の構成

要素の繋がり方などをダイアグラムで表示し，それらの

共通性から類型化をしている．そこからマスメディアが

与える街の空間構造の認識や街の印象への影響を明らか

にしている．三桶らの研究 10)11)（図-8）では，公益施設

へのアクセスマップから，それに描かれる街路や建物な

どの要素の分布と，アクセスアマップの情報が実際の街

の地理的特徴からいかに抽象化しているのかをそれぞれ

分析し，両者の関係から，人々が無意識に認識する街の

空間構造の一端を明らかにしている． 

 

④表型 

表型は調査・分析結果を表で示している表現方法であ

るが，特徴として，調査を行う際に動画や写真の提示，

街歩き体験など被験者に外的刺激を与えているものが他

の表現方法のものより多く，刺激を与える前後で人々の

印象がどのように変化をしたのかを表中に数値や文章で

示している．この結果から，外的刺激が街の印象にどの

ように影響を及ぼしているのかを明らかにしている． 

河村らの研究 12)13)では，複数の被験者に訪れたことのな

い街に関する印象を6段階評価で答え，その理由を自由

記述により挙げている．その後，その街の写真をいくつ

か見せ，再度アンケートに答え，写真を見た後にグルー

プによるディスカッションを行い，最後にもう一度同じ

アンケートを答えさせている．この3度にわたるアンケ

ートの結果から解析を行い，評価の多様性（自由記述の

テキスト分析により，その街に対する印象としてどれく

らい単語が出ているか）を意味するエントロピーを算出

している．この結果から，写真やディスカッションを行

う前後でその街に対する印象がどのように変化をしたの

かを評価の多様性から考察している． 

 

⑤文章型 

 文章型の特徴は，主に史料や過去の文献などの内容

を整理したものが多く，絵画や地図，その街に関わる歴

史的な資料から街を構成するものの変遷を整理しており，  

 

 

 

そこから人々が感じる街の印象に影響を与える街の特徴

を，街の形成から捉えている． 

余らの研究14)では，神戸南京町を対象地として，過去

の文献や写真，南京町に住む華僑へのヒアリング，中国

らしさを持つ建造物等の要素を調査し，整理を行ってい

る．そこから，街を構成する要素がその街の印象形成に

一因していることを明らかにしている． 

また，アンケートの回答から解析した結果を文章で記

したものがあったが，これらは SD 法による調査結果を

文章にて考察していることから，その街に対する主な印

象を明らかにしている． 

他には，街の印象に関するアンケート（自由記述）の

回答の集計結果を文章に記しているものがあった．そこ

では店舗名や公共施設など街の構成要素を挙げているた

め，その構成要素が街の印象にどう影響を及ぼしている

図-7 地図型，目印タイプの例9) 

図-8 全体構造型の例11) 



 

のかを明らかにしていることがわかる． 

 

 

5．まとめ 

  

 本研究では，先行研究に対し，調査方法，分析方法，

分析結果の表現をそれぞれ抽出し，調査分析結果の類似

性から類型化を行い，その類型ごとの特徴から，イメー

ジの記述の表現について考察を行った．主な結論は以下

の点である． 
・調査を行う際，その街の住民や利用者に対するアンケ

ートを行うケースが多く，その内容の多くが街の印象に

関することであった． 
・アンケート結果を解析することで，街の印象の主成分

や，人々が街の特徴を認識することや印象を抱く際の要

因，空間的な領域の認識を明らかにしている． 
・マスメディアを解析データとしている調査の結果から，

それらに載る街の構成要素が，人々が抱く街の認識や印

象に影響を及ぼすかどうかを明らかにしている． 
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